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― 各地で新年賀詞交歓会開催 ― 

生活に新しい価値をもたらす商品づくり 
 

新年恒例の「缶詰業界新年賀詞交換会」が１月９日（月）、東京大手町の経団連会館で開

催され約３５０名が参加。主催団体は、（公社）日本缶詰・びん詰・レトルト食品協会、（一社）日

本加工食品卸協会、日本製罐協会、（一財）食品環境検査協会、日本鮪缶詰輸出水産業組

合、日本水産缶詰輸出水産業組合、日本蜜柑缶詰工業組合、日本ジャム工業組合の８団

体。 

冒頭主催団体を代表して（公社）日本缶詰・びん詰・レトルト食品協会会長の西  秀訓氏（カ

ゴメ（株））が挨拶し、「缶詰業界を振り返ると、年末に缶詰記者会が選定する缶詰業界十大ニュ

ースを１０年間遡ると４つのことでまとめられる。①原材料調達の不安定さ。これは毎年トップに入

る。②安心・安全③レトルト食品、ＵＤＦが毎年過去最高を更新④缶詰、びん詰、レトルト食品の

新しい価値。安心安全な商品を買い求め安い価格で提供し、生活者にとって新しい価値をつく

り、しっかりと情報を届ける活動をこれから先に向けて着実な努力が必要」と述べた。続いて来賓

代表の農林水産省の新井ゆたか審議官が挨拶し、乾杯の発声を（一社）日本加工食品卸協

会の國分  晃会長（国分グループ本社（株））が行い、「ぜひ今年もヒット商品をたくさんつくって

いただきたい。私ども流通は、ヒット商品の数々を消費者にしっかり価値を伝えて販売していきた

い」と述べた。中締めは日本製罐協会の大塚一男会長（東洋製罐（株））が三本締めを行い閉

会とした。 

 

 
乾杯の音頭をとる（一社）日本加工食品卸協会 國分晃会長 

事業活動 
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正常なコスト転嫁が必要 
 

 

食品卸ならびに酒類・食品メーカーで構成される酒類食料品業懇

話会は、１月５日（金）、東京ロイヤルパークホテルで恒例の新年賀詞

交歓会を開催した。出席者は会員各社のトップ層ら２６１社約９００人が

参集し新春の慶びを分かち合った。東日本地区の業界新年会では最

大規模。冒頭に参加者全員で「君が代」「１月１日の歌」を斉唱。続い

て同会の國分勘兵衛会長が挨拶し「今年の業界共通の懸念事項とし

て労働力不足や原資材・燃料の値上がりによるコスト上昇がある。コス

トセービングももちろん大切だが、吸収できないコストについては転嫁が

必要。誰かが我慢したり、我慢させられれば、結局そのツケは消費者

に及んでしまう。経済の好循環を具現化していくためにも、業界として

正常なコスト転嫁に取組むべきだ」と考えを示した。 

続いて会場の年男を代表してアサヒビール常務営業本部長黒木誠也氏が「昨年は商売繁

盛の酉年。続く戌年は収穫の後のアフターフローの年と言われる。われわれの業界に当てはめ

ていうと、昨年酒税法改正で整備された健全な業界発展の基盤を磐石にし、価格競争と違った

新しい競争軸を確立する年ということになる」と公正取引への強い意欲を示し乾杯の発声を行っ

た。最後に森山  透副会長（三菱食品（株））が万歳三唱で締めくくった。 

 

 

酒類食料品業懇話会新年賀詞交歓会 会場 

 

挨拶をする酒類食料品業
懇話会 國分勘兵衛会長 
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変化とらえ将来につながる年へ 

 

 

大阪食品業界  新春名刺交換会が１月５日（金）、（一社）日本加工食品卸協会近畿支部と

大阪府食品卸同業会との共催で大阪市の太閤園で開催された。近畿圏の卸やメーカーのトッ

プを中心に１７８社、５５０人が参集した。主催者を代表して高垣晴雄日本加工食品卸協会近

畿支部長（伊藤忠食品（株））は「昨年を振り返ると業種・業態を超えた競争の激化、各企業の

新しいビズネスへの取り組みなど、今後の流通業界への方向性を占う意味でも象徴的な出来事

が起こった。世界的な経済成長やそれに伴う外需、国内においても東京オリオンピック・パラリン

ピックへの設備投資、インバウンドによる内需などがあり日本の経済成長も期待されている。直

接・間接を問わず国内外に懸念もあるが、一丸となり業界にとって明るい１年としたい。政府が推

進している働き方改革や人づくり革命、生産性革命で労働環境に大きな変化が起こっている。

ネットビジネスのますますの台頭とリアル店舗における商品、サービスの拡充で消費や競争環境

も大きく変わった。また、消費者志向の多様化や、消費税増税が予定されている前年ということ

もあり消費環境が大きく変わっていくことが予想される。さまざまな変化を業界全体でも、そして

各企業でもとらえられ、次につながる素晴らしい１年になるよう、我々も協会活動を推進していき

たい」と挨拶した。乾杯は井上寿夫氏（ハウス食品大阪支店長）行い、中締めは魚住直之大阪

府食品卸同業会会長（伊藤忠食品（株））が「昨年、日本に来た外国人観光客は２６００万人、

そのうち大阪には１０００万人弱が来られた。それを新たなビジネスととらえ、皆さんとともに売上

げ・利益につなげていきたい」と締めくくった。 

 

  

 
挨拶する（一社）日本加工食品卸協会近畿支部 

髙垣晴雄支部長 

 

挨拶する大阪府食品同業界 魚住直之会長 
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時代に適応した取り組み 
 

 

中部食料品問屋連盟ならびに中部缶詰製造協会主催する「平成３０

年度  新年賀詞交歓会」が１月５日（金）、名古屋観光ホテルで開催さ

れた。年初から冷え込みが続くなかの開催となったが約６００名が参

加、中部地区の食品業界の年頭を飾る盛大な催しになった。開催に

あたり中部食料品問屋連盟の永津邦彦会長（（株）トーカン）が挨拶を

行い「国際情勢に昨年からの懸念材料はあるものの、国内の経済は好

況で日経平均株価は年初から高値をつけている。しかし食品業界は

原料高やネット通販の台頭など変化が著しく難しい環境にある、特に

ネット通販の伸長による既存のチャネルへの影響は大きく、従来通りの

流通では対応できなくなっている。時代に適応した新たな取組みが必

要であり、物流を担う立場として試行錯誤しながら変革にのぞんでいく。引き続き当連盟として中

部の食品業界の発展に向け会員各社の協力と団結を得て、さまざまな企画や取組みを行い貢

献していく所存」と述べた。続いて中部缶詰製造協会の三輪克行会長による挨拶と乾杯の音頭

で懇親宴が開幕、中締めは中部食料品問屋連盟の丹羽茂雄常任理事（（株）名給）が行い

「労働に関する意識は以前と比べて大きく変化し、そのなかで食品業界は若い世代の離職率が

高く社員がなかなか根付かないことが問題となっており、今後を担う若い世代の育成が重要とな

る。今年はオリンピックなどさまざま行事があり、中部の食品業界の活躍の場は多い。当連盟や

中缶協が協力し盛り上げていきたい」と述べて中締めを行った。  

 

 

 

 

３層から多数参加 
 

 

日本食糧新聞社が主催する第５４回食品業界新年交礼会が１月５

日（金）仙台市の仙台勝山館で開催された。恒例の新年会に今年は

東北各県などから小売業、卸売業、メーカー、商社など１６５社３５３人

が出席した。主催者を代表して杉田尚社長が「２１年ぶりの高値の株

価や好調な企業業績の一年だった。一方深刻な人手不足と物流コス

トの上昇に加え消費者の財布のひもは固く、食品業界を取り巻く環境

は依然厳しい。当社は業界発展のため、情報の精度を高め、紙面、画

面、場面で寄与していきたい」と述べた。メーカーを代表して高瀬将人

味の素東北支社長は「さまざまな食材の宝庫である東北の優れものを

全国に発信し、活性化に役立っていききたい」と述べた。鏡開きはＮＢ

挨拶をする中部食料品問屋連盟 
永津邦彦会長 

挨拶する佐藤株式会社 
佐藤淳社長 
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メーカー３社と大手卸４社の支社長らが例年通り行い、乾杯の発声は丸大堀内の堀内剛博社

長、中締めを佐藤淳社長（佐藤（株））が行い「昨年は株価がバブル崩壊以降最高値になった

り、北朝鮮の動向に耳目を奪われるなど大変な年だった。株価は相変わらず上昇、しかし東北

は少子高齢化、人手不足による影響がさまざま及んでいる。みんなで力を合わせて難局を乗り

切っていきたい」と述べ、盛況裡に終了した。 

 

 

 
第 54回食品業界新年交礼会 会場 

 

 

 

 

共同配送など、さらにコスト低減が必要 
 

 

日本加工食品卸協会九州・沖縄支部主催の「新年交礼会」が１月５

日（金）、ホテル日航福岡で開催され、福岡県の主要卸をはじめ、九州

各地区卸同業会、メーカー幹部らが出席し新年を祝った。 

支部長の田村哲丸氏（ヤマエ久野（株））は「昨年は企業不祥事が多

発し、企業統治が問われた。景気は実感の伴わない一年だった。円安

相場・原料相場の価格高や人件費・物流費の高騰など、厳しいコスト環

境は今年も企業経営における最大課題となる。私ども食品業界を取り巻

く環境も依然として大変厳しい状況におかれているだけに、さらなる効率

化を追求していかなければ活路を切り開いていくことはできない。現在、メ

挨拶する 
（一社）日本加工食品卸協会

九州・沖縄支部 

田村哲丸支部長 
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ーカー間での共配化構想が飛躍的に進み、中間流通では各社間でのネットワークやインフラを

有効活用した共同配送体制への取り組みが検討されている。今後もこうしたコストダウンや効率

化を進める動きや気風が高まりを見せる。こういった時流をかんがみて、私ども日食協も各課題

の改善・検討を進めていく。今年の干支「戌年」は変化のある１年と言われる。「犬は茂る」を表し

相反する要素を取り込み変化があるという意。犬は人間に比べて臭覚が１００万倍、聴覚が１０

倍と言われる。全ての情報に鋭く反応・対応し成功を勝ち取る１年にしていきたいと思う。そのた

めのご協力・ご支援を引き続き皆さま方にお願いしたい」と挨拶した。  

賛助会員を代表して味の素九州支社の田原貴之支社長は「私ど

もを取り巻く環境は依然厳しい最中にあり、社会保障制度問題など

で格差が広がりを見せ、生活支出の伸び悩みが顕著に表れている。

私どもメーカーもあらゆるコストダウン策に取組んでいるが、各取組み

がうまく反映できるまでに至っていない。それだけに現況を打開する

ため、私どもが一致団結してあらゆる知恵を出しながら前進していか

ねばならない。今年は「メリハリ消費」がより鮮明に表れる年といわれ

ている。必要最小限のモノにはあまりおカネをかけず、こだわりのある

モノやサービスに対しておカネを使う状況がますます加速していくも

のと考えられる。社会問題として世代間の栄養摂取の問題が現出し、食品企業として改善の役

割を果たしていく必要がある。今後、企業各社は独自のスペシャリティを追及しながら、より価値

のある商品を生活者の皆さまにお届けする。この使命を全うすべく製配販各社が一丸となり取組

んでいかなえばならない。」と続けた。 

また副支部長のコゲツ産業専務の本村陽一氏は「食品業界は大

変安定しており、日食協の会長をお務めいただいている国分さまの

３００年をはじめ、創業から１００年を越える「１００年企業」も散見され

るなど長い歴史を有する企業も多い。もちろん長きにわたって業を行

っていれば当然、好不調の波があるが各食品企業はこういった時流

を頑張って乗り越えてきた。食品業界は決して大儲けできる業態で

はないかもしれないが、私自身は一生やっていく価値のある重要な

仕事だと自負している。今後もどういったことが起こりえるか、不透明

ではあるが、日食協の旗印の下、難局を乗り切るために皆さまととも

に知恵を出し合い、考えながら頑張っていきたいと思う」と力強く中

締め行い閉会した。 

 

 

 

挨拶する 
味の素（株）九州支社 

田原貴之支社長 

挨拶する 

（一社）日本加工食品卸協会
九州沖縄支部 

木村陽一副支部長 
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生産性が上がる仕事へ転換 
 

 

日本加工食品卸協会北海道支部主催の「加工食品業界新年交

礼会」が１月５日（金）開催され、冒頭日食協北海道支部長の村山

圭一氏（スハラ食品（株））が挨拶、「咋年を振り返ると世界的な株

高、トランプ大統領、北朝鮮リスクに振り回された１年で、ブレクジット

問題、中国の台頭、各国でのグローバルからローカルの流れもあっ

た。国内では大企業の不正問題、政治家の質の低下と忖度問題、

第４次安倍内閣スタートが印象に残った。景気全体としては、経済

指標をみると非常に改善しているが、ほとんどの業界、個人には実

感がない景気回復の年だった。今年は業界、業種の垣根のない大

競争時代に突入していくと思う。２０１９年には新年号となる。また、消

費税がスタートするなど、大きな変化が始まる。異次元の金融緩和

の出口戦略も出てくると思う。そうした変化が待ち受け、今年はあらゆる面でもう一度基本の見直

しを行い、新しい時代に飛躍できるよう各企業が思い切った取捨選択をすることが重要。私ども

食品流通業界は、少子高齢化、人手不足、物流費高騰により厳しい環境は続くだろう。ＡＩ，ＩＯ

Ｔ，ロボットなどを活用しながら、また共同でできることは製配販３層で真剣に取り組み、労働集

約的な仕事から生産性が上がる仕事への切替が重要になる。それを実行しなければ生き残りは

難しい。私ども日食協は今後も食品流通業界全体の健全な発展の

ため、様々な活動に真摯に取組んでいきたい」と述べた。 

賛助会員世話人代表の高橋敏博氏（北海道味の素（株））は、酉

年の昨年は、国内外ともにバタバタとした年だった。酉の字には実が

熟しているという意味があり、悪かったものは腐って朽ち果て、しっか

り実のあるものは新しいものに生まれ変わって次の年を迎えていく。

そう考えると２０１８年は素晴らしい時代の幕開けになると予感してい

る。北海道は、今年命名１５０年という記念すべき年を迎え、新しい

幕開けにふさわしい年になってほしい。しかし単なるイベントの１年に

してはいけない。明治時代、北海道の地に約３万人もの有志が来て

北海道を開拓した。夢と希望の大地を今日まで引き継いで作り上げ

た先人たちの苦労を私達が無にしてはいけない。北海道はフロンテ

ィアスピリッツであふれた大地。これを引き継いでいく義務がある。２０

１８年を第２の新しい年になったと言われるようにしたい」との発声で

乾杯した。 

中締めは日食協北海道支部副支部長の布施和博氏（北海道ア

クセス（株））が「今年は戊戌と、戌年でも６０年に一度の戌年。もとも

と戌年は忠犬ハチ公にある通り忠実に守るという意味があるそうだ

が、今年の戌年はまさしく変わり目、変化の年。６０年前は東京タワ

挨拶する 
（一社）日本加工食品卸協会 
北海道支部 村山圭一支部長 

 

挨拶する 

北海道味の素（株） 
高橋敏博社長 

 

挨拶する 
（一社）日本加工食品卸協会 
北海道支部 布施和博副支部長 
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ー着工、今上天皇のご婚約、岩戸景気が始まるなど変わり目の激しい年だった。年末年始、わ

れわれのお客さまも全体的には良い成績で終えたと聞いている。皆様方とともに北海道支部１５０

周年の今年、北海道のお客さまをもっともっと引き立てていきたい」と述べ閉会した。  

 
加工食品業会新年交礼会 会場 
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第４３回異業種交流委員会開催 

        － ２月１５日 － 

第４３回異業種交流委員会が、２月１５日（木）午後３時より今回の当番幹事団体である全国

米穀販売事業共済協同組合の会議室にて開催された。弊協会からは奥山専務理事と佐野事

業部長が参加。当日は、全米販常務理事の石原一郎氏の司会進行で始まり、各団体からの提

出議題について報告し質疑応答を行った。今回は特に、軽減税率制度への対応についての関

心が高く、各業界の準備状況について情報交換を行った。 

各団体からの報告事項は以下のとおり。 

１．全国化粧品日用品卸連合会  

①第６６回全卸連  情報システム専門委員会報告  

・化粧品日用品業界におけるインボシス対応に関する照会について 

・販売促進金データの標準化について 

２．（一社）日本加工食品卸協会  

①２０１８年流通業界の課題について 

②平成２９年度農林水産省食品産業等生産性向上緊急支援事業の件  

  「トラック予約・受付システム」の業界プラットフォーム構築事業  

３．全国菓子卸商業組合連合会  

①軽減税率制度についての業界対応状況について 

４．（一社）日本医薬品卸売業連合会  

①軽減税率制度への対応等について 

５．全国医療品卸商連合会  

①第１０２回東京医療衛生用品フェアの件  

②東京オリンピック開催に関連したイベント、プロモーション等について 

③物流コストの高騰、運転手不足等への懸念、業界を超えた共同配送等、新しい物流機能

についての情報交換  

６．全国米穀販売事業共済協同組合  

①事業再編について（農業競争力強化支援法の活用ガイド）  

②不当廉売について 

③消費拡大フェアについて 

次回開催は、平成３０年１０月５日（金）当番幹事は、全国化粧品日用品卸連合会  

 

 



－ 10 － 

待機時間削減の共同取組みについての事例研究 

日本酒類販売（株）とビールメーカー４社の取組み 

物流問題研究会 －２月２１日－ 

物流問題研究会は、２月２１日（水）日食協会議室にて定例会を開催した。今回は日本酒類

版（株）とビールメーカー４社が連携して取組んだ「荷受けの効率化」と「待機時間の削減」につ

いての事例研究を行い内容を共有した。以下資料を掲載する。 
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